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短日 葱長く大根太く暮早し 2019. 9.23

郊外に線路の伸びる十二月

郊外に線路伸びゆく十二月

十二月

郊外に伸びる線路も十二月

2019.12. 4

水の中に豆の膨らむ冬至かな 2019.12.22冬至

夜の水に豆の膨らむ冬至かな 2019.12.23

ふる雪に忘れた唄を思ひ出す

ふる雪に忘れし唄を思ひ出す

ふる雪に忘れし唄は思ひ出せず

ふる雪に忘れし唄はそのままに

ふる雪は忘れし唄を眠らせて

忘られし唄の如くに雪降り積む

忘られし唄の如くに雪ふりつむ

忘らるる唄の如くに雪ふりつむ

2019.12. 7

忘られし歌の如くに降る雪よ

忘れゆく歌よ根雪にふる雪よ

忘れゆく歌ぞ悲しき根雪かな

忘らるる歌ぞ悲しき根雪かな

忘られし歌はいづこへ雪つもる

忘られし歌はいづこへ雪の夜

忘られし歌はいづこへ吹雪の夜

2019.12.10

雪

忘られし歌の嘆きを吹雪の夜 2019.12.16

畦道を歩くばかりの冬田かな 2019.12. 3

ここからは冬田を過る通学路

ここからは冬田をよぎる通学路

2019.12. 4

郊外に線路は伸びて冬田かな

郊外に冬田広ごる日差かな

郊外に冬田ひろごる日差かな

郊外に冬田ひろがる日の光

郊外に冬田ひろがる景色かな

郊外に出でて日差や冬の畑

郊外に日の差して来し冬田かな

郊外に出でて広がる冬田かな

2019.12. 4

ちやつかりと日の差してゐる冬田かな

冬田

ちやつかりと日の差して来し冬田かな

2019.12. 4

忘られし歌はいづこへ雪の山 2019.12.10

鶴亀の亀の齢の雪の山 2019.12.24

雪山

鶴の色亀の齢の雪の山 2019.12.27

掛けてやる雪の衾や山眠る 2019.12.20

山眠る雪の衾のなき山も 2019.12.21

山眠る

鶴の色亀の齢の山眠る 2019.12.28

日めくりも寂しくなりぬおでん酒 2019.12.22

ぷくぷくとおでんの中のゆで卵

おでん

息災やおでんの中のゆで卵

2019.12.22

外套 外套をロビーに脱いでゐるところ 2019.12. 3

長生きの人に懐炉の歴史あり 2019.12.21懐炉

まだ灰になる前の棒懐炉灰 2019.12.21

挟まれて母と炬燵の間かな 2019.12. 7

はさまれて母と炬燵の間かな 2019.12.10

一年をうつらうつらと炬燵かな

一年を炬燵砦に振り返る

一年を炬燵の城に振り返る

2019.12.15

ゆつくりと炬燵の話聞いてやろ 2019.12.20

炬燵

楽しくて体にも良き炬燵かな 2019.12.27

手袋のものも言はずに落ちてをる 2019.12.21

片方の手袋踏まれても踏まれても

手袋

手袋の片方踏まれても踏まれても

2019.12.22

冬帽 バリカンの納め頭の冬帽子 2019.12.14

柚子の湯に我身一つを浮ばせて

来し方を柚子湯の湯気に浮ばせて

柚子湯

行く末は柚子湯の湯気の彼方なり

2019.12.22

灯して聖樹の如きヨットかな

マストに灯千々にヨットのクリスマス

2019.12.14

枯木にも花の光をクリスマス

枯木にも花の賑はひ聖樹の灯

2019.12.16

電柱やかつて聖菓が泣き崩れ

電柱やかつて聖菓は泣き崩れ

2019.12.20

少年の一人住む星クリスマス 2019.12.20

残業のサンドイッチの聖夜かな 2019.12.22

薄暗き聖夜の町に着陸す 2019.12.22

年に一度数々ありてクリスマス

年に一度は数々あれどクリスマス

2019.12.24

クリス

マス

光りつつ風に吹かるる聖樹かな 2019.12.24

冬の蝶 俤の薄紫や冬の蝶 2019.12.20
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階段は落葉に滑りやすきかな

階段の両側にある落葉かな

階段の端に溜りし落葉かな

階段の隅に溜りし落葉かな

2019.12. 7

階段の隅の落葉や雨に濡れ 2019.12. 9

落葉

階段の隅にべつたり濡れ落葉 2019.12.10

日の本の守護仕る大根かな 2019.12. 1

人参を守るが如き大根かな

人参にしばし寄り添ふ大根かな

人参の隣りに置きし大根かな

人参の隣りに置かれある大根

人参の隣りに置いてある大根

人参の隣りにあるは大根なり

人参の隣りに置くは大根なり

人参の傍に大根置いてある

人参の傍にある大根かな

人参のかたはらにある大根かな

2019.12. 5

大根

大根を斜め斜めに切るやうな 2019.12.27

葱長く大根太き日暮かな

葱長く大根太きゆふまぐれ

葱長く大根太く日は沈む

葱長く大根太く日は真つ赤

葱長く大根太く日は赤く

葱細く大根太く日は赤く

2019. 9.21

葱長く大根太く日は西へ 2019. 9.22

葱細く大根太く日は西へ 2019. 9.23

葱長く大根太く日短 2019.12. 4

葱長く大根太く黄昏るる 2019.12. 5

葱

葱細く大根太く日短 2019.12. 9

アパートや冬菜畑の色の濃き 2019.12.24冬菜

古寺の冬菜畑の緑色 2019.12.28

犯人は蜜柑の匂ふ幼き手 2019.12.14

忘却や蜜柑の淡き花の跡 2019.12.14

忘却や蜜柑に淡き花の跡 2019.12.22

真ん中に花の跡ある蜜柑かな 2019.12.23

蜜柑

優しさは蜜柑の皮を剥くやうに 2019.12.20

山茶花を散らさぬやうに折り呉れる

山茶花を散らさぬやうに折つて呉れる

山茶花

山茶花を散らさぬやうに折り呉るる

2019.12.24

数へ日 数へ日はまだ蓮根の穴の数 2019.12.22

葱長く大根太き年の暮

葱細く大根太き年の暮

葱細く大根太く年の暮

2019. 9.23

歳末の決り文句のあれやこれ 2019.12. 4

年の暮

年の瀬の決り文句のあれやこれ 2019.12.14
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凧 凧揚の糸になりたや繋ぎ止め 2019.12.20 煤払 風流の極みなるべし煤払 2019.12.21

年の市 大皿の布団に猫や年の市 2019.12.14

日めくりの寂しきころや日記買ふ日記買

ふ 日めくりも寂しくなりぬ日記買ふ

2019.12.20


